
～日常生活や、保険相談前のそぼくな疑問にお答えします～

今回のテーマは【節電対策】です！

HP
保険のおたより

マイプラザニュース

ワンズモール情報！

光熱費の爆上りが深刻ないま、少しでも節電効果を得たい方は多いでしょう。
実はいま、節電対策の一つとして、「室外機カバー」が注目を集めているんです。

庭やベランダに無造作に取り付けられた室外機は、景観を害したり熱風を充満させたりという問題を抱えてい
ます。室外機カバーはこれらの問題解決だけでなく、電気料金の節約にもつながるため、取り入れるメリットは
大きいと思われます。
そこで本記事では、用途や目的に合った室外機カバーを選ぶ際のポイントをご紹介します。

景観重視？機能性重視？オススメの素材３選

室外機カバーに用いられている素材は、主に「木材」「アルミ」「スチール」です。
それでは、それぞれのメリットやデメリットについて見ていきましょう。

１．おしゃれな木製
デザインを重視するのであれば、断然木製がオススメです！加工が容易なこともあり、木製のカバーはデザイ
ンが豊富なため、お洒落に取り入れられます。ただし、マイナス面として雨に塗れると腐りやすいという点があげ
られるため、屋根つきのベランダなどで使用するか、防腐剤が塗ってあるものを選ぶと良いでしょう。
また、着色されているものを選んだ場合、表面の色が剥げることもありますが、現在は100円均一などでも着
色料が販売されているので、簡単に補修できます。ガーデニングやDIYが好きな方にオススメの素材です。

２．錆びにくいアルミ製
丈夫で長持ちする素材を選ぶのであれば、アルミ製がオススメです。アルミはさびにくいため、雨や雪による腐
食などのトラブルが起こりにくく、お手入れが簡単です。さらに、アルミは放熱性にすぐれているため、直射日光
を避けるだけでなく、室外機の中にも熱がこもりにくいことから、節電効果も期待できます。
ただし、自然な景観の庭にはややなじみにくいデザインが多いため、スタイリッシュな外観や機能性・お手入れ
の楽さ、節約を重視する方にオススメです。

３．頑丈なスチール製
寒い地域や、子どもが小さくやんちゃな場合などは、スチール製がオススメです。上述した二つの素材より頑丈
であるため、サッカーボールや自転車がぶつかる程度の衝撃であれば耐えることもできます。また、積雪量が多
い地域では、雪避けの役割も担うことができます。
デメリットとしては、アルミに比べてさびやすいため、定期的なお手入れが必要であることがあげられます。

まとめ

本記事では、室外機カバーの選び方として、素材の選定方法についてご紹介しました。
夏の暑さや冬の積雪への対処だけでなく、デザインやお手入れの簡単さまで、用途・目的は様々です。
本記事をご参考に、ぜひ自分の目的にあった、家にピッタリの室外機カバーを見つけてください。

※2022年10月1日（土）
から、新型コロナワクチン集団
接種会場（臨時）を再開
しております。

保険相談は、何度でも無料！今ある保険の見直しだけも♬
どんなささいなことでも、ご遠慮なくお問い合わせください。

◆ワンズモール店：0120-668-218
     千葉市稲毛区長沼町330-50 ワンズモール1階 10:00-19:00

◆カインズ茂原店：0120-688-218 
    千葉県茂原市腰当653-1 カインズ茂原店内  10:00-19:00

応募案内：ご質問大募集！本紙掲載でエコバッグプレゼント♪
【応募先アドレス】 ✉ uchiyama@myhp.co.jp
【タイトル】 「マイプラザニュース応募」とご記載ください。
【メール内容】 ①氏名(性別・年齢) ②住所 ③電話番号orメールアドレス ④ご質問

※ご質問が採用された方には、回答が掲載された号のマイプラザニュースと、プレゼントのエコバッグを送付いたします。
※採用の有無のご連絡はいたしませんので、本紙にてご確認ください。
※確認事項がある場合、送信先アドレスまたは記載の電話番号にご連絡致します。
※マイプラザニュースに掲載する情報は、「質問への回答のみ」とし、氏名や電話番号等の掲載はいたしません（氏名
掲載希望の場合は、お手数ですが、応募メールにその旨をご記入ください）。

※いただいた個人情報はマイプラザニュースの運営のみ利用するものとし、使用後は紙媒体・データ等すべて破棄
いたします。 よって、保険勧誘を含め、その他一切に利用すること、漏洩させることはありません。
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